
「乳腺濃度には2つの意味があります。」

乳腺濃度は、マンモグラフィにおける乳がんの検出
感度と乳がんの発症リスクに関わる因子だと言われて
います。乳腺濃度が高い女性のマンモグラフィほど、
乳がんの検出感度が低下すると言われています1。また
欧米では、乳腺濃度の高い女性ほど乳がんの発症リス
クが高くなると言われており、ある研究では、乳房構
成が高濃度の女性における乳がん発症リスクは、乳房
構成が脂肪性の女性の4～6倍であることが示されてい
ます2。

乳腺濃度が意味するところとして、「マンモグラ
フィの感度」と「乳がんの発症リスク」という2点は
両者とも非常に大事なことですが、国内と欧米とでは
その重み付けに違いがあります。現在の日本では、高
濃度の乳房構成をもつ女性はマンモグラフィの検出感
度が低下するという観点から、超音波など他のモダリ
ティの活用といった、マンモグラフィの感度に重きを
置いています。一方、海外の方では「乳腺濃度が高
い」＝「相対的に乳がんにかかるリスクが高い」とい
う、乳がんの発症リスクの観点から、そういったハイ
リスクの女性に対して遺伝子検査などを絡めて、総合
的にリスク評価をしていこうとするアクションが進ん
でいるのです。

「海外で注目されている乳腺濃度の話題。」

2013年のRSNAにおいて、マンモグラフィ検診の分
野における話題の多くは「Breast Density」でした。
その背景として、北米における乳腺濃度通知に関する
法制度があります。

2016年5月時点では27州において、受診者への乳腺
濃度通知を義務化する法制定がなされており、それ以
外の州でも制定の準備が進んでいる状況です。州に
よっては、通知を怠った場合2000～5000ドルという
高額なペナルティまで課しており、それだけ国をあげ
て強固に取り組んでいることが分かります3。

もう一つ、乳腺濃度に関する大きな出来事として、
2014年に発表されたBI-RADSの改定があります4。従
来、乳房構成の分類に記載されていた乳腺密度の数字
（％）記載ですが、今回の改定版からその規定値の記
載がなくなっています。乳房の構成を分類すること自
体は重要ですが、その規定値自体は非常に不明確で、
それを視覚評価で分類することは難しい上に、評価者
間によるばらつきも多いということから、乳房構成の
分類を視覚評価で行う以上、乳腺密度の規定値の意味
が希薄化しているためです。

北米における乳腺濃度通知に関する法制度の動き

BI-RADS分類における乳腺背景の定義の比較

マンモグラフィにおける乳腺濃度の違い

変更前(旧BI-RADS)：
Mammographic breast composition is described as follows:
1. the breast is almost entirely fat 
2. scattered fibroglandular densities (25-50%)
3. heterogeneously dense breast tissue (51-75%)
4. extremely dense (> 75% glandular)

変更後（BI-RADS 2013）：
a. The breasts are almost entirely fatty
b. There are scattered areas of fibroglandular density
c. The breasts are heterogeneously dense, which may obscure 
small masses
d. The breasts are extremely dense, which lowers the 
sensitivity of mammography
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「乳腺濃度を知る意味」

今、マンモグラフィ検診において注目の話題の一つである「乳腺濃度」。
今回、乳腺濃度が示す臨床的意味と海外の動向、そして国内の実状に関して
戸﨑 光宏 先生にお聞きしました。



その数値が臨床上にもたらす意味についてのエビデンス
を作り上げていくことが、これからの課題であり、今
まさに当院でも検証を進めている段階です。

国内では欧米諸国と比較して、相対的に高濃度乳腺の
女性が多いと言われています。そのような女性に対して、
これから定量的な乳腺濃度測定が可能なアプリケーショ
ンツールを活用しながら、社団法人などを通じて、国内
からの様々なエビデンスを出していけることを期待して
います。
(2014年6月3日取材：2016年7月一部改定)

Mammography Solutions Special Interview

「国内からも迅速かつ正確な情報発信を。」

国内ではNPO法人「乳がん画像診断ネットワーク」
を通じて、一般の女性に対して乳腺濃度を始めとする、
乳がん診断に関する様々な情報提供を発信しています。
具体的な活動として、海外のNPO法人である「Are 
You Dense？」の創設者であるナンシー先生と情報交
換を行い、ホームページに「Are You Dense？」のリ
ンクを貼らせて頂いたり、将来的には国内での講演等
も引き受けてもらえるような関係構築を進めています。
また、国内の一般女性への情報提供を目的とした小冊
子の作成も進めています。

このような活動を通じて、海外の医師と意見を交わす
際、日本での乳腺濃度に関するアクションについて質
問を受けることも多く、海外からも関心を集めている
ことを感じます。しかし、日本は海外から注目を集め
ているにも関わらず、国内からの情報発信が少ないよ
うに感じる事があります。

マンモグラフィに対して多くのエビデンスを作りあ
げてきた北米では、マンモグラフィ検診に対する正し
い理解として、乳腺濃度を受診者にお伝えする法制度
が進んでいます。一方、北米よりも高濃度の乳房構成
を持つ女性が多いといわれている日本で、そういった
海外のアクションに対して、未だ国内での反応が薄い
ことに疑問を感じます。国内でも多くの医療従事者の
方々が、高濃度乳腺に対するマンモグラフィの感度の
低さを理解されているにも関わらず、具体的な学術情
報を発信する機会が少ないことを残念に思ったことか
ら、乳腺診療について高度な専門知識を有する専門の
先生方と協力しながら、乳腺画像に関わる研究を行う
ことを目的とした一般社団法人乳腺画像・研究診断支
援グループ(BIG READS Group)を立ち上げました。

「乳腺濃度の定量評価に期待する事。」

現在の臨床においては、まだ乳腺濃度の数値が指し
示す直接的な意味は断言できません。というのも、今
までこのような測定ツール自体がなかったからです。
新しいBI-RADSでも乳腺密度の規定値が削除されたこ
とからも、乳腺濃度の客観的評価が求められており、
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NPO 法人「Are You Dense？」のホームページ

http://www.areyoudense.org/
※NPO法人乳がん画像診断ネットワークはAre You Dense，lnc.から
正式な掲載許可を頂いています
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